
更
女
会
が
更
生
保
護
施
設
を
訪
問

春
休
み
短
期
水
泳
教
室

交
通
安
全
街
頭
広
報

　

３
月
８
日
（
金
）、
芳
賀
町
更
生
保
護
女
性
会
（
会
長　

小

筆
京
子
）
は
、
さ
い
た
ま
市
浦
和
に
あ
る
更
生
保
護
施
設
清
心

寮
を
訪
問
し
ま
し
た
。
所
長

か
ら
「
寮
生
の
早
期
自
立
を

目
指
し
て
様
々
な
支
援
を
し

て
い
る
が
、
訪
問
し
て
も
ら

う
こ
と
は
励
み
や
、
元
気
付

け
に
な
る
」
と
い
う
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　

研
修
は
、
女
性
と
し
て
の

思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
有

意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
29
日
（
金
）
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
、
幼
児
や
小
学

生
を
対
象
に
、
春
休
み
短
期
水
泳
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
の
短
期
集
中
で
、

今
年
は
、
４
回
開
催
さ
れ

ま
し
た
が
、
各
回
と
も
定

員
の
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
レ
ベ

ル
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
水
に
慣
れ
る
た

め
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊
ん

だ
り
、
指
導
員
か
ら
泳
ぎ

方
を
楽
し
く
学
ん
だ
り
し

て
い
ま
し
た
。　

　

４
月
６
日
（
土
）
か
ら
15
日
（
月
）
ま
で
の
10
日
間
、
春

の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
が
県
下
一
斉
に
行
わ
れ
、
町

内
で
は
３
か
所
で
街
頭
広
報
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー

前
で
は
、
豊
田
町
長
を
は
じ

め
、
町
議
会
議
員
、
交
通
安

全
協
会
、
工
業
団
地
連
絡
協

議
会
、
真
岡
警
察
署
な
ど
多

く
の
関
係
者
が
街
頭
に
立
ち
、

通
勤
途
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
、

飲
酒
運
転
の
撲
滅
な
ど
、
交

通
ル
ー
ル
の
徹
底
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

道
の
駅
「
富
次
郎
」
オ
ー
プ
ン

　

３
月
28
日
（
木
）
道
の
駅
は
が
に
、
た
い
焼
き
と
た
こ
焼
き

の
店
「
富
次
郎
（
と
み
じ
ろ
う
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

た
い
焼
き
は
３
種
類
の

具
か
ら
、
た
こ
焼
き
の

ソ
ー
ス
は
３
種
類
か
ら
選

ぶ
こ
と
が
で
き
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
品
揃
え
で
す
。

　

９
時
の
オ
ー
プ
ン
と
同

時
に
、
お
店
の
前
に
は
焼

き
た
て
を
買
い
求
め
よ
う

と
す
る
お
客
様
の
行
列
が

で
き
、
30
分
か
ら
40
分
待

ち
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園
竣
工
式

　

３
月
27
日
（
水
）
南
高
根
沢
ひ
ば
り
保
育
園
が
完
成
し
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
太
陽
と
風
と
緑
が
通
う

み
ん
な
の
保
育
園
」
と
し

て
室
内
に
は
様
々
な
工
夫

が
な
さ
れ
て
い
て
、
特
に

園
舎
の
中
心
に
広
場
が
作

ら
れ
、
上
空
か
ら
見
る
と

ひ
ば
り
が
羽
を
広
げ
て
い

る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

式
典
の
最
後
は
、
年
長

さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

西
町
・
上
横
町
お
は
や
し
講
習
会

　

３
月
13
日
（
水
）、
芳
賀
中
学
校
で
祖
母
井
の
西
町
・
上
横

町
お
は
や
し
会
に
よ
る
お
は
や
し
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
伝
統
芸
能
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
芳
賀
中
学
校
２

年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
祖
母
井
神
社
の

氏
子
で
結
成
さ
れ
た
西
町

と
上
横
町
の
お
は
や
し
会

が
、
伝
統
の
お
は
や
し
を

披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

生
徒
た
ち
が
指
導
を
受
け
、

少
し
ず
つ
リ
ズ
ム
を
取
っ

て
演
奏
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
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平
成
24
年
度　

町
政
功
労
表
彰
式

　

３
月
26
日
（
火
）
芳
賀
町
役
場
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度

の
町
政
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
長
年
、
町
政
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
、

ま
た
、
社
会
福
祉
や
文
化
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
方
を
、
表
彰

条
例
に
基
づ
き
、
町
長
が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
12
名
が
表
彰
さ
れ
、
出
席
者
に
は
豊
田
町
長
か
ら

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え
る
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
38
回
栃
木
県
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

　
芳
賀
町
大
会
で
優
勝
し
た
八
ツ
木

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
チ
ー
ム
が
出
場
し
健
闘
し

ま
し
た
。

◆
期
日
／
３
月
31
日
（
日
）

◆
会
場
／
鹿
沼
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
リ
ー
ナ

◆
結
果
／

準
優
勝
　
八
ツ
木
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
（
八
ツ
木
）

第
35
回
春
季
学
童
野
球
大
会

◆
期
日
／
４
月
６
日
（
土
）

◆
会
場
／
ひ
ば
り
が
丘
公
園
野
球
場

◆
結
果
／
優
　
勝
　
芳
賀
南
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
準
優
勝
　
芳
賀
東
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
第
３
位

　
芳
賀
北
ク
ラ
ブ

※
優
勝
チ
ー
ム
は
県
大
会
と
郡
大
会

に
、
準
優
勝
チ
ー
ム
は
郡
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

野
球
連
盟
第
78
回
大
会

◆
期
日
／
４
月
７
日（
日
）14
日（
日
）

◆
会
場
／
ひ
ば
り
が
丘
公
園
野
球
場

◆
結
果
／

優
　
勝
　
ス
ウ
ィ
ン
ド
ラ
ー
ズ

準
優
勝
　
本
田
技
術
研
究
所

個
人
賞
　

最
優
秀
選
手
賞

　
小
池

　
一
樹（
ス
）

優
秀
選
手
賞
　
　
広
沢
　
将
太（
ス
）

敢
闘
賞
　
　
　
　
藤
原
　
明
彦（
本
）

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
交
流
大
会

　
芳
賀
北
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が

栃
木
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
し
、
４
試
合
を
行
い
２
勝
２
敗
の

成
績
で
し
た
。

◆
期
日
／
３
月
24
日（
日
）25
日（
月
）

◆
会
場
／
徳
島
県
南
国
市（

敬
称
略
）

▲八ツ木ＷＩＮＫ

▲町政功労表彰式

▲芳賀北バレーボールクラブ（町長表敬訪問）

▲芳賀南クラブ

▲スウィンドラーズ

奨
学
金
寄
付

真
岡
法
人
会

　
芳
賀
支
部

　
様

３
０
０
，
０
０
０
円

阿
久
津
英
之

　
様
（
西
水
沼
）

１
０
０
，
０
０
０
円

生
涯
学
習
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
様

３
９
，
３
２
２
円

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

表彰区分 職　　名 氏　名

地方自治

農業委員会
会長

大島　　隆

農業委員会
委員

谷島　　巌

選挙管理委
員会委員

蓮田　和子

消防・水防 消防団員

齋藤　友和

塩田　喜久

内川　晃広

荒井　一浩

石村　正和

舩生　高宏

黒崎　義幸

青柳　　晃

直井　孝昌

（敬称略）
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